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巣
穴
は
当
初
、
三
段
峡
ホ
テ

ル
駐
車
場
の
川
沿
い
に
設
置
し

た
が
、
柴
木
川
ダ
ム
へ
移
設
し

て
い
た
。
こ
の
日
は
巣
穴
を
探

す
様
子
を
観
察
し
よ
う
と
企
画

し
た
が
、
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

 

 

さ
ん
け
ん
は
今
年
度
、「
さ
ん

け
ん
ヤ
マ
セ
ミ
部
」
を
発
足
さ

せ
る
。
野
鳥
の
生
態
に
詳
し
い

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
中
国
山
地

自
然
史
研
究
会
理
事
長
、
上
野

吉
雄
さ
ん
の
指
導
を
受
け
て
年 

     

正
面
口
の
赤
い
橋
を
渡
り
、

探
勝
路
へ
入
っ
て
す
ぐ
、
狼
石 

手
前
の
長
淵
側
に
あ
っ
た

小
亭
。
家
族
と
思
わ
れ
る

グ
ル
ー
プ
が
軽
食
を
と
っ

て
い
る
。
高
齢
女
性
や
子

供
が
い
る
の
で
、
探
勝
と

い
う
よ
り
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の

よ
う
だ
。
撮
影
は
連
載
一 

  
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

      

間
調
査
や
生
態
系
の
勉
強
会
、

啓
発
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
の
活
動

を
予
定
し
て
い
る
。 

 

ヤ
マ
セ
ミ
は
二
〇
二
一
年
、

県
北
西
部
の
調
査
で
は
六
カ
所

の
営
巣
と
一
件
の
巣
立
ち
し
か

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。 

     

「
あ
き
お
お
た
℮
バ
イ
ク
ツ

ア
ー
ｉ
ｎ
加
計
」
の
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
が
三
月
十
一
日
、
十
一

人
が
参
加
し
て
加
計
商
店
街
一

帯
で
開
か
れ
た
。
運
営
は
広
島

県
観
光
連
盟
と
（
一
社
）
Ｒ
Ｉ

Ｄ
Ｅ
、
さ
ん
け
ん
が
実
施
し
た 

    

回
目
の
「
女
夫
淵
」
で
紹
介
し

た
野
田
富
示
仁
。「
芸
北
、
カ
メ

ラ
が
語
る
昭
和
初
期
」
に
は
な

い
未
発
表
の
写
真
で
あ
る
。 

 

今
と
は
違
い
、
木
立
ち
が
す

っ
き
り
し
て
い
て
日
差
し
が
届

い
て
い
る
。
探
勝
路
が
完
成
す

る
前
か
ら
住
民
が
容
易
に
入
れ

た
生
活
圏
で
、
柴
刈
り
や
伐
採 

 

                 

ツ
ア
ー
の
事
業
化
に
取
り
組
む

Ｄ
ｒ
ｏ
ｐ
ｓ
の
三
団
体
。
魅
力

再
発
見
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
開

発
を
目
的
に
行
程
を
組
ん
だ
。 

加
計
印
刷
で
活
版
印
刷
を
見

学
、
月
ケ
瀬
公
園
で
は
舟
運
の

歴
史
を
学
び
、
長
尾
神
社
、
木 

  
 

 

  

が
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

 

小
亭
は
三
面
が
障
子
戸
で
、

中
段
に
ガ
ラ
ス
を
は
め
て
洒
落

て
い
る
。
写
真
の
障
子
戸
は
斜

め
下
流
を
向
い
て
い
る
。
三
段

峡
ホ
テ
ル
の
高
下
務
さ
ん
に
よ

る
と
、
直
し
な
が
ら
一
九
六
〇

年
代
ま
で
建
っ
て
い
た
と
い

う
。
同
ホ
テ
ル
の
管
理
に
な
っ 

    

北
海
道
へ
移
住
す
る
さ
ん
け

ん
の
元
理
事
、
白
川
勝
信
さ
ん

の
送
別
会
が
三
月
九
日
、
十
五

人
が
参
加
し
て
三
段
峡
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
た
。
三
段
峡
憲
章
策

定
や
さ
ん
け
ん
誕
生
へ
の
貢

献
、
新
天
地
で
の
抱
負
、
結
婚

の
な
れ
そ
め
な
ど
の
話
題
に
花

が
咲
い
た
。「
さ
ん
け
ん
北
海
道

支
部
」
発
足
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が 

 

炭
自
動
車
と
レ
ト
ロ
館
、
源
田 

実
生
家
、
鍛
冶
屋
館
を
訪
れ
て 

歴
史
や
文
化
に
触
れ
た
。
吉
水 

園
で
は
小
野
誉
里
子
さ
ん
け
ん 

理
事
の
お
点
前
で
抹
茶
の
サ
ー 

ビ
ス
が
あ
っ
た
。 

 

行
程
は
七
時
間
、
内
容
は
多 

岐
に
わ
た
っ
た
。
今
後
、
質
を 

向
上
さ
せ
て
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー 

を
実
施
、
商
品
化
を
目
指
す
。 

 

て
か
ら
は
「
バ
ン
ガ
ロ
ー
」
と 

呼
ん
で
い
た
。
現
在
、
建
物
が 

あ
っ
た
面
影
こ
そ
な
い
が
、
ど 

こ
か
不
自
然
な
平
地
に
な
っ
て 

て
い
る
と
感
じ
る
。 

 

当
時
、
一
帯
に
は
食
堂
や
売 

店
の
ほ
か
に
理
髪
店
、
飲
み
屋 

ま
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
の
賑
わ 

い
は
な
く
な
っ
た
が
、
と
き
は 

移
り
、
夏
に
は
長
淵
周
辺
で
子 

供
達
の
声
が
響
く
憩
い
の
場
に 

な
っ
て
い
る
。 

（
松
尾
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

   

出
さ
れ
、
今
後
の
連
携
が
約
束

さ
れ
た
。 

 

二
十
三
日
に
は
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
で
白
川
さ
ん
が
、
複
数

写
真
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
種
分

布
の
記
録
作
成
な
ど
に
つ
い
て

解
説
。
そ
の
後
、
六
人
が
参
加
し

て
正
面
口―

赤
滝
間
で
「
白
川

さ
ん
と
歩
く
会
」
が
開
か
れ
、
ツ

ル
シ
キ
ミ
、
ス
ミ
レ
、
イ
チ
リ
ン

ソ
ウ
な
ど
を
観
察
し
た
。 

     

宮
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
の
実
施
研
修
が
三
月
十

七
日
、
宮
島
弥
山
で
開
か
れ
本

宮
炎
理
事
長
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
参
加
し
た
。 

 

研
修
は
宮
島
地
区
パ
ー
ク
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
ガ
イ
ド
か

ら
自
然
や
歴
史
な
ど
の
解
説
を

聞
き
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視 

                  

点
か
ら
地
元
事
業
者
が
ツ
ア
ー

商
品
を
開
発
す
る
の
が
狙
い
。 

 

廿
日
市
市
は
二
〇
二
〇
年
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
よ

る
宮
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体

構
想
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
同

協
議
会
の
上
嶋
英
機
会
長
と
三

段
峡
と
の
縁
は
深
く
、
こ
の
分

野
で
の
協
力
を
話
し
合
っ
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

へ
敬
意
を
表
す
た
め
に
も
正
装

で
観
察
し
た
の
は
有
名
。
山
野
草

の
季
節
に
な
っ
た
。
正
装
と
ま
で

は
い
か
な
い
ま
で
も
、
敬
意
を
払

い
散
策
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。 

    

▼
敬
意 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

牧
野
富
太
郎
を
モ
デ
ル
に
し

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
ら
ん
ま
ん
」
が
始
ま
っ
た
。
牧 

  

一口メモ 

野
は
一
九
三
〇
年
代
に
複
数

回
、
三
段
峡
へ
入
っ
て
い
る
。
旅

館
「
峡
北
館
」
の
宿
帳
に
「
峡
中

を
二
日
が
か
り
で
観
尽
（
み
つ)

く
せ
り
」
と
記
し
て
い
る
。
植
物 

    

長
淵
眺
め 

老
い
も
若
き
も
「美
味
し
い
ね
ぇ
」 

（５） 

人
工
巣
穴
近
く
に
姿
見
せ
ず 

 
「さ
ん
け
ん
ヤ
マ
セ
ミ
部
」発
足
へ 

 

 

  写真 

 

広
島
県
絶
滅
危
惧
種
Ⅱ
類
指
定
の
ヤ
マ
セ
ミ
の
観
察
会
が

三
月
十
九
日
、
町
内
外
の
愛
鳥
家
九
人
が
参
加
し
て
三
段
峡
入

り
口
周
辺
な
ど
で
開
か
れ
た
。
昨
年
四
月
、
人
工
巣
穴
を
設
置

し
た
が
姿
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
、
「
さ
ん
け
ん
ヤ
マ

セ
ミ
部
」
を
立
ち
上
げ
て
、
保
護
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

   

Ｅ
バ
イ
ク
で
歴
史
と
文
化
巡
る 

Ｄ
ｒ
ｏ
ｐ
ｓな
ど
が
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー 

白
川
勝
信
さ
ん
北
海
道
へ
移
住 

送
別
会
・歩
く
会
開
き 

連
携
約
束 

宮
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
施
研
修 

本
宮
理
事
長 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
参
加 

 

  
 

 

  
 
 
 
 
 
 

写
真 

正
面
口
の
案
内
看
板
更
新 

 三段峡入り口の大型案内看

板が更新された＝写真＝。シャ

トルバスの廃止により散策コ

ースを削除し、峡内情報を随

時掲示できるようになった。 

写
真
デ
ー
タ
の
処
理
に
つ
い
て

解
説
す
る
白
川
さ
ん
（
左
奥
） 

２０２３．５．３／１０：００ 
オープニングセレモニー 

正面入り口 （雨天：三段峡ホテル） 

ヤマセミ 
観察会 

柴
木
川
ダ
ム
で
ヤ
マ
セ
ミ
を

観
察
す
る
参
加
者 

 


